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CS-807の 臨床的検討

大山 馨

富山県立中央病院内科

新 しく開発 された経 口用エス テル型cephem系 抗生剤CS-807を16例 の呼吸器感 染症 に投与 し

次の様な結果 を得 た。

1>臨 床成績

(1)扁 桃炎2例,急 性気管支炎2例,慢 性気管支炎の急性増悪8例.気 管 支拡張症4例 を含む

16例で検 討 し著効2例,有 効11例,や や有効3例 で有効率は81.3%で あ った。

(2)1日400mg投 与 と1日200mg投 与では400mg投 与群の成績が優れていた。

2)副 作用

臨味 的な副 乍用はみられなかったが,臨 床検査値異常 として1例 にGPTの 軽度上昇がみられた。

CS-807は 三共株式会社で開発 された経 ロ用セ ファロ

スポリン剤で,腸 管か ら吸収 される際に,主 に腸壁のエ

ステラーゼによ り加水分解 され,活 性 なR-3763と な り

循環血中にある。

その抗菌 スペク トラムはグラム陽性,陰 性菌におよび,

特にEntmbadter,Semtia,indde陽 性Pnteus属 にも

抗菌活性 が認められ る1,。また β-lactamaseに も安定で

あるといわれている。

今 回はこのCS-807を 臨床的 に使用する機会 を得たの

で16例 の呼吸器感染症に本剤 を投与 し,投 与量による効

果 と副作用 について検討 したのでその成績 を報告する。

1.臨 床 成 績

1.対 象

昭和61年1月 より4月 に当院 内科を訪 れた内科系呼

吸器感 染症16倒 で,そ の 内訳 は扁桃炎2例L急 性気 管

支炎2例,慢 性気 管支炎の急性増悪8例,気 管支拡張症

4例 であった。対象の性別は男8例 女8例 で,年 齢の

分布 は5(歳 か ら82歳 におよんでいた。

2.投 与方法および投与量

CS-807の 投与量 は1回100mgお よび200mgの2群 に分

け,投 与回数 は1日2回 とした。投与期 間 は7日 か ら

14日 におよび総投与量の最高は5.69で あ った。

3.効 果荊 定

効果判定の基準は前報2}の抗 菌製剤投与判定 時に行 っ

た ものを用いた。従 って臨床効 果は著効,有 効,や や有

効,無 効 の4段 階で判定 し,そ れに細菌学的効果を併せ

て総合効果として最終的に著効,有 効 やや渤 無効

の判定を行った。

4.成 績

治療対象者,CS-807の 投与風 病巣分離菌,治療効

果および副作用についてはTable1に-括 表示した。

また投与量と総合効果の関係についてはTable2に 総

括した。

呼吸器感染症の疾患別効果についてみると扁桃炎2例

はいずれも有効,急 性気管支炎2例 中著効1例,有 効1

例1慢 性気管支炎8例 中著効1例 有効6{鳳 やや有効

1例 気管支拡張症4例 中有効2例 やや有効2例 で

あった。全体では16例中13例(81.3%)に 有効以上の

成績がえられた。また,急 性気管支炎,慢 性気管支炎,

気管支拡張症,計14例 についてCS-807の 投与量別効果

をみると(Table2)1日200mg投 与の6例 では有効4,

やや有効2例 であった抵1日400mg投 与の8例では著

効2,有 効5,や や有効1例 であった。細菌学的効果は,

消失9例 菌交代1{死 無効2例(減 少を含む),不明

4例であった。分離菌の主なものでは,H.inflmm

5株が全て消先K.Pneumoniae 3株のうち2株力鞘

失し,1株 が無効(減少)であった。

5.副 作用

CS-807投 与症例について自覚症状,他 覚的所見 尿

血液憎般検査,肝 機能 腎機能検査等を経過とともに観

察した。それらの中から血液一般検査はTable3に,

血液生化学検査の一部およびクームス試験の成績は
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Table 1 Clinical trial with CS-807

+:Persisted

-:Eradicated

Table4に まとめた。 その結果,副 作 用 として 自覚症

状 他覚的所見の異常 はみ られなかったが,本 剤 の影響

による検査値異常 として症例16に おいて軽度 のGPT

上昇がみられたが本剤投与終 了後1週 間で正常値 に も

どっていた。

II.考 察

CS-807は グラム陽性菌 および陰性菌 に対 して広い抗

菌スペ ク トラムを有するが,そ の特徴 とす ることは,1)

Enterobacter,Semtiaお よ びindole(+)のProteus

属 に も強い抗菌力 を示す,2)β-lactamaseに 安定 で

あること,3)こ の種の経 口cephem剤 として は比 較酌

血 中濃度が高 く維特 すること,等1)と いわれている。

今回対象 としたのは扁桃炎,急 性気管支炎,慢 性気管

支炎 の急性増悪 お よび気管支拡張症 の計16例 であった。
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Table 2 Clinical effect of CS-807 according to dose
これ らの症例 を1回100mg1日2回 投与,1回200mg1

日2回 投与の群 に分けて有効投与量 と副作 用をみ ること

を目的 としたが,全 体で16例 中13例(81.3%)に 有効以

上 の成績 が えられた。1回100mg投 与 と200mg投 与 では

後者の方が より優れていた。

融 乍用 としては臨床症状の上での変化 はみ られた もの

はなか ったが,1例 にGPTの 軽度上昇がみ られ た。 こ

の症例では本剤投与終了後1週 で成績は正常値 にもどっ

ていた。以上 から本剤の投与 は1日400mgで かな りの効

果が期待で きると考 えられた。

Table 4 Laboratory findings (2)
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CS-807 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

KAORU OYAMA
Department of Internal Medicine, Toyama Prefectural Central Hospital, Toyama

We evaluated the clinical efficacy and safety of CS-807 in 16 patients with respiratory tract infections: two

with tonsillitis, two with acute bronchitis, eight with acute exacerbation of chronic bronchitis, and four with

bronchiectasis.

The clinical response was excellent in 2 cases, good in 11 and fair in 3; the clinical efficacy rate being 81.

3%. The clinical response of the 200mg b.i.d. group was better than that of the 100mg b.i.d. group.

As to adverse reactions, GPT was slightly elevated in one case, but this normalized in a week following

withdrawal.


